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私が考える教科情報において 
プログラミング教育で学ばせること	

• プログラミングで	
 情報の科学的な理解（仕組みの理解）	
 を深める	



発表の流れ	

（１）プログラミングで“情報の科学的な理解”を深める	
（２）仕組みの理解を“アンプラグド”で	
（３）プログラミング“を”教える（ドリトル）	
（４）プログラミング“で”基数変換を学ぶ	
（５）プログラミングをどう“評価”するのか	
（６）プログラミングで“できなかった”こと	



 
	

（１）国研の研究主題	
	
共通教科「情報」における、問題解決的な	
学習の指導・評価方法に関する研究	
	
（２）国研のサブテーマ	
題材の工夫を通した、意欲の向上	
思考力・判断力・表現力の育成	
	
→基数変換のプログラムを作ろう	
　 という題材の工夫を行った	
	



プログラミング教育を調理に例えるならば	

プログラミングを教える	
						（包丁の使い方）	
ドリトルの使い方	

プログラミングで教える	
（調理で包丁を使う）	
基数変換を教える	



プログラミングに関する生徒のアンケート	

プログラミングを	
取り入れた題材	

プログラミング 
言語	

プログラミング導入の	
ねらい	

（Ａ）	
プログラムを	

使って	
分かった	

（Ｂ）	
プログラムを	
使わなくても	

分かった	

（Ｃ）	

分からなかった	

基数変換を行うプログ
ラムを制作しよう	 ドリトル	

基数変換の手順をプロ
グラムに置き換えて考
えさせる	

○６１％	 １２％	 ２６％	

公開鍵暗号方式の解読
の手順を考え、その手
順をプログラムで実行
しよう 
【分科会Ｂ202教室　大石】	

VBA	

公開鍵の素因数分解の
手順をプログラムで実
行させ、なぜ公開鍵が
簡単に解読されないか
検証させる	

○７３％	 ６％	 ２０％	

クライアントサーバシ
ステムの役割をプログ
ラミングで体験しよう 
【分科会F102教室　小松】	

ドリトル	

サーバ役とクライアン
ト役に役割を分けて、
その仕組みを体験的に
学ばせる	

○６８％	 ５％	 ２５％	

分かった生徒（Ａ＋Ｂ）の合計　◎　８０％以上、○７０％以上（回答者数１５０名）	



プログラミング導入のねらい	

• 基数変換の計算の手順をプログラムの手順に
置き換えて書くことができるようになる。	



発表の流れ	

（１）プログラミングで“情報の科学的な理解”を深める	
（２）仕組みの理解を“アンプラグド”で	
（３）プログラミング“を”教える（ドリトル）	
（４）プログラミング“で”基数変換を学ぶ	
（５）プログラミングをどう“評価”するのか	
（６）プログラミングで“できなかった”こと	



• ２進法カード（点を数える）	

基数変換の導入は 
コンピュータサイエンスアンプラグド	

「コンピュータを使わない情報教育アンプラグドコンピュータサイエンス」,兼宗　進	



２進法カードを使いながらメッセージを解く 
問題に取り組ませ、仕組みを理解を確認	



発表の流れ	

（１）プログラミングで“情報の科学的な理解”を深める	
（２）仕組みの理解を“アンプラグド”で	
（３）プログラミング“を”教える（ドリトル）	
（４）プログラミング“で”基数変換を学ぶ	
（５）プログラミングをどう“評価”するのか	
（６）プログラミングで“できなかった”こと	



（１）ドリトルで四則演算の計算機を作成	

プログラミング言語ドリトルを学ぶ	

（２）ドリトルでＢＭＩの計算機を作成	

　　 Ｘ                 Ｙ　　　　　　　　　　　　Ｚ	

　　 Ｘ                 Ｙ　　　　　　　　　　　　Ｚ	





プログラミング言語ドリトルを学ぶ意義	

• プログラミングを学ばないと、自分で考えた手順
をプログラミングで表現できない	

ドリトル（包丁）の使い方を	
理解しないと	

ドリトル（包丁）で基数変換の	
手順をプログラミング化できない	
もしくは写経のプログラムになる	



発表の流れ	

（１）プログラミングで“情報の科学的な理解”を深める	
（２）仕組みの理解を“アンプラグド”で	
（３）プログラミング“を”教える（ドリトル）	
（４）プログラミング“で”基数変換を学ぶ	
（５）プログラミングをどう“評価”するのか	
（６）プログラミングで“できなかった”こと	



１.基数変換の方法を手順化 
 
手計算から計算の手順を考えプログラミングに置き換えて 
考え、配布したプログラムを実行してテストさせる	



２.コード記述 
１ビット増やした基数変換したコードを考えさせ 
コードを記述させる	



３.検証 


１ビットずつ増やし、最終的に７ビットまで増やしたプログラム
の手順をプログラミングし正しく変換されたかテスト	



４．言語活動 
毎回プログラムをテストし、試行錯誤させ 
相互チェックを行う	



５．基数変換プログラムで文字を読み解く 
ドリトルのプログラムを使ってお互いにメッセージを送りあう	



発表の流れ	

（１）プログラミングで“情報の科学的な理解”を深める	
（２）仕組みの理解を“アンプラグド”で	
（３）プログラミング“を”教える（ドリトル）	
（４）プログラミング“で”基数変換を学ぶ	
（５）プログラミングをどう“評価”するのか	
（６）プログラミングで“できなかった”こと	



授業の最後にプログラミングを使って 
基数変換が理解できたかアンケート	

10%	

79%	

11%	





プログラミングをどう評価するか考えた	

• コードが正しく記述できているかチェックする	
→評価量が膨大で大変になる	
• 次の授業でエラーがあるプログラムを配布し　　　　　
バグの修正ができるかテストをした	
	



バグのあるプログラムを修正できるかの 
テストの結果より	

73%	

27%	

理解できた生徒は８９％だったのに対し、 

修正できた生徒は７３％となった

理解を深めるにはこうした演習テストが必要である 




発表の流れ	

（１）プログラミングで“情報の科学的な理解”を深める	
（２）仕組みの理解を“アンプラグド”で	
（３）プログラミング“を”教える（ドリトル）	
（４）プログラミング“で”基数変換を学ぶ	
（５）プログラミングをどう“評価”するのか	
（６）プログラミングで“できなかった”こと	



昨年度は１０進法から１６進法の 
プログラムの改善に取り組ませた	

１０進法	

１６進法	

商　　余	







32進法　　 　（50%）	
分からない   （50%）	



両方のバランスをしっかりと取らなければ 
深い学びにならない	

ドリトルを教える	

ドリトルで基数変換を教える	



プログラミング的思考は人間の手順を 
コンピュータの手順に置き換える考えでは？	

• 手計算で基数変換をする力	
　　　　 	
　　　　　　　	
　　　　 	
• プログラムを作って	
	問題解決する力	

プログラミング的思考	



プログラミングで基数変換を 
理解させてみませんか	



私が考える教科情報において 
プログラミング教育で学ばせること	

• プログラミングで	
 情報の科学的な理解（仕組みの理解）	
 を深める	


